
研究授業：「子どもたちが主役の授業【わ・さ・び】」を目指して！ 

教育研究所では、国語科班と算数・数学科班の小中１名ずつの研究所員が、１０月と１１月に研究成果

を検証する研究授業を行ないます。早速、１０月５日（木）には、西小学校の井手省吾教諭が算数科の授

業を行いました。今回は、「子どもたちが主役の授業」の実現を図るために、第１時に「パフォーマンス課

題」を用いています。これは、単元を通して児童が追及していきたいと思う問いを子ども自身が見い出す

ことが重要と考えたからです。授業では、Jamboardや思考ツールを活用して、主体的・対話的で深い学び

を進めていきました。ICTの活用で学習の質が上がっており、「子どもたちが主役の授業」に向かって教師

が脇役に徹する「学習過程」の質の向上が研究のポイントとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パフォーマンス課題での導入】  【タブレットを使って個人思考】  【思考ツールを使っての説明】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本通信についてのお問合せ 

■都城市教育研究所 市役所南別館３階 電話：23-7167（所長直通）  23-9544（学校教育課）■ 

 

発行：都城市教育研究所 

鹿児島市内地図 

パフォーマンス課題とは、様々な知識やスキルを総合

して使いこなすことを求めるような複雑な課題です。 

※ 修学旅行と関連付けています。 


